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10月１日
９月下旬から調査
員がお伺いします

７月１日号

表紙写真：ラダーゲッター
６月７日、「市民レクリエーションスポー
ツ祭」で行われた「ラダーゲッター」。ロー
プでつながった二つのボールを、はしご

（ラダー）に向かって投げ、ラダーに引っ
掛かると得点になります。狙いを定めて
…うまく得点できたかな？

得点ゲッ
トだー

 防災・防犯情報を配信中  いせさき情報メールに登録を！ 登録方法など詳しくは12ページへ

主な内容
P2−5	 赤堀中学校が新しくなりました
P6	 三郷第三土地区画整理事業換地処分に伴う
	 土・日曜日の窓口業務の休止
P7	 いせさき七夕まつりを開催します
P10	 �６月15日の突風被害に対する支援
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赤堀中学校が新しくなりました

赤
堀
中
学
校
が
新
し
く
な
り
ま
し
た

　
新
校
舎
の
広
く
明
る
い

雰
囲
気
の
中
、
生
徒
た
ち

は
明
る
く
伸
び
伸
び
過
ご

し
て
い
ま
す
。
開
放
的
な

空
間
が
良
い
影
響
を
与
え

て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
赤
堀
中
学
校
の
生
徒
は
、

素
直
で
人
の
話
を
良
く
聞

き
、
し
っ
か
り
行
動
で
き

る
生
徒
で
す
。
生
徒
た
ち

に
は
、
い
ろ
ん
な
こ
と
を

感
じ
る「
豊
か
な
感
性
」を

育
ん
で
も
ら
い
た
い
で
す
。

そ
こ
を
土
台
に
し
、
一
人

一
人
の
能
力
に
合
わ
せ
て
、

学
力
を
伸
ば
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
新
し
く
な
っ
た
環
境
を

フ
ル
に
使
い
、
子
ど
も
た

ち
が
安
心
・
安
全
に
過
ご

す
こ
と
が
で
き
て
、「
赤

堀
中
学
校
に
通
っ
て
よ
か

っ
た
」と
言
っ
て
く
れ
る

よ
う
な
赤
堀
中
学
校
に
し

た
い
で
す
。

井
いの

上
うえ

 貴
たか

夫
お

 校長

理
科
室
や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

室
な
ど
の
専
門
の
教
室
を

集
約

　
玄
関
ホ
ー
ル
は
、
気
持
ち

の
良
い
大
き
な
吹
き
抜
け
の

空
間
で
、
生
徒
、
教
職
員
、

来
校
者
の
共
用
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
１
階
に
は
３
年
生
の
教
室

の
ほ
か
、
理
科
室
や
技
術
室
、

調
理
室
、
職
員
室
な
ど
が
あ

り
ま
す
。

　
図
書
室
の
役
割
を
持
つ
メ

デ
ィ
ア
ホ
ー
ル
は
、
各
教
室

か
ら
移
動
し
や
す
い
よ
う
、

校
舎
の
中
心
に
造
ら
れ
て
い

ま
す
。
歴
史
書
や
辞
書
、
図

鑑
か
ら
最
近
話
題
に
な
っ
た

小
説
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
図

書
を
そ
ろ
え
て
い
る
た
め
、

メ
デ
ィ
ア
ホ
ー
ル
に
隣
接
し

た
自
主
学
習
ス
ペ
ー
ス
は
、

調
べ
学
習
に
最
適
な
部
屋
と

な
っ
て
い
ま
す
。1階

「
通
っ
て
よ
か
っ
た
」
と
言
わ
れ
る
赤
堀
中
学
校
に

　
背
の
低
い
本
棚
を
配
置
し
、
開
放
的
な
空
間
と
な

っ
て
い
ま
す
。
誰
で
も
気
軽
に
本
を
手
に
取
れ
る
よ

う
、
デ
ィ
ス
プ
レ
ー
に
も
工
夫
を
凝
ら
し
て
い
ま
す
。

メ
デ
ィ
ア
ホ
ー
ル

ア
リ
ー
ナ（
体
育
館
）

床がきれいになり、部活動
で、バレーボールをしやす
くなりました。

自主学習スペース

技術室 保健室

理科室
顕微鏡を使って、観察を行う生徒たち

２階へ

放送室放送室

プラットフォームプラットフォーム
社会開放
玄関
社会開放
玄関

ゴミステーションゴミステーション

PC
準備室
PC
準備室

調理準備室調理準備室 技術準備室技術準備室 工作機械
スペース
工作機械
スペース

理科準備室３理科準備室３ 理科準備室２理科準備室２ 理科準備室１理科準備室１

多目的
トイレ
多目的
トイレ

少人数教室
１－１

少人数教室
１－１

エレベーターエレベーター

被服準備室被服準備室

ステージ 給食受入室 変電設備
会議室

相談室２

理科室
１

理科室
２

理科室
３

中庭

技術室
１

技術室
２

被服室調理室
相談室１

事務室

職員室

控室２控室１

被服準備室被服準備室

メディアホール

多目的
スペース 自主学習

スペース１
自主学習
スペース２ ３－１ ３－２ ３－４ ３－５ ３－７ 保健室

印刷室

校長室
兼

応接室

３－３ ３－６

アリーナ

器具庫

PC教室

倉庫

職

職

職

職

玄
関
玄
関

２階へ

２階へ

２階へ

２階へ

２階へ２階へ

労務
技士室
労務
技士室

N

　
新
築
・
移
転
が
完
了
し
た
赤
堀
中
学
校
で
４
月
、
新
学
期
と
と
も
に
生
徒

た
ち
の
新
し
い
学
校
生
活
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
赤
堀
中
学
校
は
、
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
と
、
豊
か
な
人
間
性
を

育
む
環
境
を
つ
く
り
な
が
ら
、
地
域
社
会
と
の
交
流
を
図
れ
る
学
校
へ
と
生

ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。
新
校
舎
の
特
徴
や
生
徒
た
ち
の
学
校
で
の
様
子
な
ど

を
紹
介
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　
学
校
教
育
課（
☎

（27）
２
７
８
９
）

＝男子トイレ
＝女子トイレ
＝男子更衣室
＝女子更衣室
＝職員用職
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赤堀中学校が新しくなりました

生
徒
同
士
が
交
流
し
や
す

い
空
間
に

　
２
階
に
は
、
１
・
２
年
生

の
教
室
や
美
術
室
、
少
人
数

教
室
、
生
徒
会
室
な
ど
が
あ

り
ま
す
。
多
目
的
ホ
ー
ル
は

生
徒
の
集
会
や
学
習
発
表
な

ど
に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
教
室
を
は
じ
め
と
す
る
建

物
内
部
の
床
、
壁
、
天
井
、

物
入
れ
や
げ
た
箱
な
ど
は
木

材（
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
、
カ
ラ

マ
ツ
な
ど
）を
多
用
し
た
造

り
と
な
っ
て
お
り
、
温
も
り

と
安
ら
ぎ
を
感
じ
る
空
間
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
車
椅
子
対
応
の
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
が
設
置
さ
れ
、
廊
下
も

広
く
設
計
さ
れ
て
お
り
、
バ

リ
ア
フ
リ
ー
に
も
配
慮
し
て

い
ま
す
。

ステージステージ
教材室 教材室

放送室教材室教材室

アリーナ
吹き抜け
アリーナ
吹き抜け

吹き抜け

吹き抜け

吹き抜け

給食
受入室

倉庫

美術室
１

倉庫

少人数教室
４

少人数教室
３－２
少人数教室
３－１

少人数教室
２

卓球室

多目的
ギャラリー

美術室
２

進路資料
指導室

生徒会室 多目的ホール

倉庫

３階へ中
庭
へ

多目的スペース

あかぎね
１

あ
か
ぎ
ね
２

あ
か
ぎ
ね
３

相
談
室
３

相
談
室
４

美術
準備室

１－３ １－４１－１ １－２ １－５ １－７１－６ １－８

２－１ ２－２ ２－３ ２－４ ２－５ ２－６ ２－７ 少人数教室
１－２

１階へ

１階へ

１階へ１階へ

１階へ１階へ

エレベーターエレベーター

グラウンドほか

　
　

�　

�　
初
め
て
新
し
い
校
舎
を
見

た
と
き
の
感
想
は
？

酒�

井　
「
き
れ
い
な
大
き
い
校
舎
で

学
校
生
活
を
送
れ
る
こ
と
を
、
う

れ
し
く
思
い
ま
し
た
」

星�

野　
「
今
ま
で
と
違
う
き
れ
い
で

大
き
な
校
舎
を
使
え
る
こ
と
を
、

う
れ
し
く
感
じ
ま
し
た
」

　

�　
赤
堀
中
学
校
の
自
慢
で
き
る
と

こ
ろ
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

酒�

井　
「
大
き
い
校
舎
や
校
庭
で
す
。

校
舎
内
は
木
材
で
で
き
て
い
る
部

分
が
多
く
、
見
た
目
も
き
れ
い
で

す
」

星�

野　
「
自
主
学
習
ス
ペ
ー
ス
で
す
。

友
達
か
ら
も
使
い
や
す
い
と
好
評

で
す
」

　

�　
新
し
い
校
舎
で
好
き
な
場
所
は

ど
こ
で
す
か
？

酒�

井　
「
メ
デ
ィ
ア
ホ
ー
ル
で
す
。

新
し
く
な
っ
て
広
く
な
り
、
本
が

た
く
さ
ん
あ
る
の
で
、
い
ろ
い
ろ

な
本
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
の

が
良
い
で
す
」

星�

野　
「
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
で
す
。
自

分
が
テ
ニ
ス
部
な
の
で
、
放
課
後

な
ど
に
練
習
で
使
い
ま
す
。
備
品

も
新
し
く
な
り
、
と
て
も
使
い
や

す
い
で
す
」

　

�　
新
し
い
学
校
で
、
特
に
頑
張
り

た
い
こ
と
は
な
ん
で
す
か
？

酒�

井　
「
清
掃
活
動
で
す
。
こ
の
校

舎
を
き
れ
い
に
長
く
使
え
る
よ
う

に
す
る
た
め
、
ク
ラ
ス
の
み
ん
な

で
協
力
し
、
意
欲
的
に
掃
除
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
新
入
生
に
も
、

き
れ
い
な
赤
堀
中
学
校
を
見
て
も

ら
い
た
い
で
す
」

星�

野　
「
私
も
清
掃
活
動
で
す
。
掃

除
の
時
間
な
ど
は
力
を
入
れ
て
頑

張
っ
て
い
ま
す
」

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

酒�

井
・
星
野　
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
」

Q

Q

Q Q

N

N

3階 2階

生
徒
会
の
酒さ

か

井い

宏ひ
ろ

彰あ
き

君（
３
年
）・
星ほ

し

野の

風ふ
う

紗さ

さ
ん（
３
年
）に

話
を
聞
き
ま
し
た
。

　
学
校
生
活
に
お
い
て
、
教
室
は
生

徒
が
大
半
の
時
間
を
過
ご
す
重
要
な

場
所
。

　
教
室
と
廊
下
は
可
動
式
の
扉
で
仕

切
ら
れ
て
い
ま
す
。
基
本
的
に
扉
を

開
け
た
ま
ま
の
状
態
で
授
業
を
行
っ

て
い
る
た
め
、
廊
下
か
ら
で
も
授
業

の
様
子
が
よ
く
分
か
り
ま
す
。

　
剣
道
場
と
柔
道
場
に
分

か
れ
て
お
り
、
武
道
に
励

む
生
徒
の
修
練
の
場
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　
野
球
部
や
サ
ッ
カ
ー
部
、
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
部
、
陸
上
部
が
同
時
に
練
習

で
き
る
ほ
ど
広
い
グ
ラ
ウ
ン
ド
。

　
休
み
時
間
に
は
、
生
徒
た
ち
の
元

気
な
声
が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。

　
全
４
面
の
コ
ー
ト
が
あ

り
、
男
子
・
女
子
テ
ニ
ス

部
員
が
日
々
汗
を
流
し
て

い
ま
す
。

教
室

武
道
館

グ
ラ
ウ
ン
ド テ

ニ
ス
コ
ー
ト

音楽室
１

楽器庫

音楽室
２

２階へ

エレベーターエレベーター

N　
３
階
に
は
音
楽
室
が
二
つ

あ
り
、
隣
接
し
て
楽
器
庫
が

あ
り
ま
す
。

音
楽
室

生徒に
インタビュー

教室がきれい
で、初めて見
たときは、新
校舎で新学期
を迎えるのが
楽しみになり
ました。

初めて見たと
き、学校生活
が楽しみにな
りました。実
際に使ってみ
て、楽しいと
実感していま
す。

少人数教室

美術室
タブレット端末を使ってデザインを考える
授業が行われていました

酒井宏彰君（左）、星野風紗さん（右）

▶幅の広いステージ
　状の階段

◀車椅子対応エレベーター
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情報ワイド

土
・
日
曜
日
の
窓
口
業
務
の
休
止

　
対
象
地
域
の
住
所
・
本
籍
の
情

報
の
変
更
処
理
を
行
う
た
め
、
市

役
所
・
各
支
所
、
市
民
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
宮
子
・
あ
ず
ま
の
休
日

（
土
・
日
曜
日
）の
窓
口
業
務
を
休

止
し
ま
す
。

期
日　
７
月
18
日（
土
）・19
日（
日
）

休
止
す
る
手
続
き

●
転
入
、
転
出
、
転
居
な
ど
、
住

所
異
動
に
関
す
る
手
続
き

期
日　
７
月
18
日（
土
）・
19
日（
日
）

※
両
日
と
も
荒
天
の
場
合
は
20
日

（
祝
）

時
間　
午
後
１
時
～
９
時
30
分

会
場　
本
町
通
り
、
中
央
銀
座
通

り
、
大
手
町
通
り
、
南
銀
座
通
り

ほ
か

本
町
通
り
の
イ
ベ
ン
ト

期
日　
７
月
18
日（
土
）

時
間　
午
後
５
時
30
分
～
６
時

内
容　
ダ
ン
ピ
ア
い
せ
さ
き
・
フ

ラ
ダ
ン
ス

　
三
郷
第
三
土
地
区
画
整
理
事
業
換
地
処
分
に
伴
い
、
７
月
18
日（
土
）か

ら
対
象
地
域（
安
堀
町
・
太
田
町
の
そ
れ
ぞ
れ
一
部
）の
住
所
・
本
籍
が
変

更
に
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　
市
民
課（
☎
（27）
２
７
２
７
）

　
本
年
も
た
く
さ
ん
の
七
夕
飾
り
が
会
場
を
彩
り
ま
す
。
七
夕
ま
つ
り
に

合
わ
せ
て
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
で
お
出
掛

け
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　
文
化
観
光
課（
☎
（27）
２
７
５
９
）

●
印
鑑
登
録

●
住
民
票
、
印
鑑
証
明
書
、
戸
籍

謄
抄
本
、
身
分
証
明
書
な
ど
、
各

種
証
明
書
の
交
付

●
パ
ス
ポ
ー
ト
の
交
付

●
年
金
現
況
届
の
証
明

●
市
税
の
納
付
相
談
な
ど

　
　
　
　
＊　
　
　
＊

　
窓
口
業
務
の
休
止
期
間
中
で
も
、

出
生
、
死
亡
、
婚
姻
な
ど
の
戸
籍

に
関
す
る
届
け
出
は
、
市
役
所
本

館
１
階
当
直
室
で
24
時
間
、
各
支

所
で
は
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後

５
時
15
分
ま
で
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
市
税
な
ど
の
納
付
も
、
市
役

所
本
館
１
階
当
直
室
で
24
時
間
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

※
市
税
な
ど
の
納
付
に
つ
い
て
、

詳
し
く
は
納
税
課（
☎
（27）
２
７
２�

３
）に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

対
象
地
域
に
お
住
ま
い
の
人
の

手
続
き

【
顔
写
真
入
り
の
住
民
基
本
台
帳

カ
ー
ド
・
在
留
カ
ー
ド
な
ど
を
持

っ
て
い
る
人
】

　
本
人
が
市
民
課
・
各
支
所
住
民

福
祉
課
に
カ
ー
ド
を
持
っ
て
き
て

く
だ
さ
い
。
裏
面
に
新
し
い
住
所

を
記
載
し
ま
す
。

【
住
所
等
変
更
証
明
書
の
交
付
】

　
７
月
20
日（
祝
）に
、「
住
所
等

変
更
証
明
書
」を
１
人
に
つ
き
２

枚
、
世
帯
主
宛
て
に
発
送
し
ま
す
。

運
転
免
許
証
の
住
所
変
更
の
手
続

き
な
ど
、
市
役
所
以
外
で
住
所
・

本
籍
の
変
更
の
手
続
き
を
す
る
場

合
に
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
「
住
所
等
変
更
証
明
書
」が
３
枚

以
上
必
要
な
人
に
は
、
７
月
21
日

（
火
）か
ら
市
民
課
、
各
支
所
住
民

福
祉
課
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
宮
子
・
あ
ず
ま
で
無
料
で
交
付

し
ま
す
。
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

三
郷
第
三
土
地
区
画
整
理
事
業
換
地
処
分
に
伴
う

土
・
日
曜
日
の
窓
口
業
務
の
休
止

住
所
等
変
更
証
明
書
の
交
付

い
せ
さ
き
七
夕
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
す

伊勢崎駅

北部環状線

伊
勢
崎
土
木
事
務
所

三郷第三土地
区画整理事業
の対象区域

JR両毛線

広瀬川

太田町

三ツ家橋

ハローワーク
伊勢崎

位置図 N

夏
の
賑
わ
い

ま
ち
な
か
子
ど
も
絵
画
展
を
開
催

　
伊
勢
崎
の
四
季
・
ま
ち
な
か
賑

わ
い
創
出
事
業
の
第
一
弾
と
し
て
、

夏
の
賑
わ
い「
ま
ち
な
か
子
ど
も

絵
画
展
」を
開
催
し
ま
す
。「
ぼ
く

の
す
き
な
も
の 

わ
た
し
の
す
き
な

も
の
」を
テ
ー
マ
に
、
市
立
幼
稚

園
10
園
の
園
児
に
よ
る
、
発
想
豊

か
で
力
の
込
も
っ
た
作
品
を
展
示

し
ま
す
。
皆
さ
ん
ぜ
ひ
お
越
し
く

だ
さ
い
。

※
商
業
施
設
の
駐
車
場
を
利
用
で

き
ま
す
。
90
分
ま
で
無
料
で
す

期
間
・
内
容

●
７
月
21
日（
火
）か
ら
８
月
９
日

（
日
）ま
で
＝
紅あ

か

グ
ル
ー
プ（
第
一
・

殖
蓮
・
三
郷
・
名
和
・
あ
か
ぼ
り

幼
稚
園
の
園
児
）の
作
品
展
示

●
８
月
11
日（
火
）か
ら
30
日（
日
）

ま
で
＝
白
グ
ル
ー
プ（
南
・
茂
呂
・

宮
郷
・
豊
受
・
あ
ず
ま
幼
稚
園
の

納
付
の
方
法
・
納
期

　
保
険
税（
料
）の
納
付
方
法
に
は
、

口
座
振
替
や
納
付
書
で
納
付
す
る

普
通
徴
収
と
、
年
金
か
ら
あ
ら
か

じ
め
差
し
引
い
て
納
付
す
る
特
別

徴
収
が
あ
り
ま
す
。

　
普
通
徴
収
の
納
期
は
左
表
の
と

お
り
で
す
。
特
別
徴
収
の
納
期
は

年
金
支
給
月（
年
６
回
）と
同
じ
で

す
。

　
伊
勢
崎
駅
南
口
の
商
業
施
設
、
ベ
イ
シ
ア
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
伊
勢

崎
駅
前
店
の
一
角
に
オ
ー
プ
ン
し
た
伊
勢
崎
駅
前
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
を
主
な
会
場
に
、
四
季
折
々
の
イ
ベ
ン
ト
に
よ
る
ま
ち
な
か
の

賑
わ
い
創
出
に
向
け
て
、「
伊
勢
崎
の
四
季
・
ま
ち
な
か
賑
わ
い
創
出
事

業
」が
始
ま
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　
都
市
開
発
課（
☎
（21）
７
４
９
０
）

　
国
民
健
康
保
険
税（
国
保
税
）の
納
税
通
知
書
と
、
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
・
介
護
保
険
の
保
険
料
額
決
定
通
知
書
を
７
月
中
旬
に
郵
送
し
ま
す
。

保
険
税（
料
）は
、
定
め
ら
れ
た
納
期
限
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
問
い
合
わ
せ

　
　
　
　
●
国
保
税
＝
国
民
健
康
保
険
課（
☎
（27）
２
７
３
６
）

　
　
　
　
●
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
＝
年
金
医
療
課（
☎
（27）
２
７
３
９
）

　
　
　
　
●
介
護
保
険
料
＝
介
護
保
険
課（
☎
（27）
２
７
４
２
）

　
　
　
　
※
各
支
所
住
民
福
祉
課
で
も
問
い
合
わ
せ
を
受
け
付
け
ま
す

ま
ち
な
か
の
賑に

ぎ

わ
い
づ
く
り 

第
一
弾

夏
の
賑
わ
い 

ま
ち
な
か
子
ど
も
絵
画
展

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
・
介
護
保
険

保
険
税
・
保
険
料
の
納
付
を
忘
れ
ず
に

園
児
）の
作
品
展
示

※
い
ず
れ
も
月
曜
日
は
休
館
で
す

時
間　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

入
場
料　
無
料

今
後
の
事
業
予
定

●
秋
の
賑
わ
い「
ま
ち
な
か
高
校

生
フ
ェ
ス
タ
」（
11
月
上
旬
）

●
冬
の
賑
わ
い「
ま
ち
な
か
イ
ル

ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
」（
11
月
中
旬
か
ら

平
成
28
年
１
月
中
旬
）

●
春
の
賑
わ
い「
ま
ち
な
か
華
フ

ェ
ス
タ（
オ
ー
プ
ン
１
周
年
記

念
）」（
平
成
28
年
２
月
下
旬
か
ら

３
月
下
旬
）

　
イ
ベ
ン
ト
開
催
日
以
外
の
施

設
の
利
用
方
法
な
ど
に
つ
い
て

は
、
都
市
開
発
課
ま
た
は
伊
勢

崎
駅
前
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー（
☎
（61）
８
０
０
８
）に

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

に
ぎ
わ
い
広
場
の
イ
ベ
ン
ト

期
日
・
時
間

●
18
日（
土
）＝
午
後
１
時
～
５
時

●
19
日（
日
）＝
午
後
１
時
～
４
時

30
分

内
容

●
子
ど
も
体
験
教
室（
フ
ェ
イ
ス

ペ
イ
ン
ト
、
木
工
ク
ラ
フ
ト
、
ま

ゆ
ク
ラ
フ
ト
な
ど
）

●
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
や
っ
て
く

る
！（
群
馬
県
の
マ
ス
コ
ッ
ト
・

ぐ
ん
ま
ち
ゃ
ん
、
い
せ
さ
き
も
ん

じ
ゃ
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー・

も
じ
ゃ
ろ
ー
）

●
折
り
紙
短
冊
作
り

●
ス
ラ
イ
ダ
ー
遊
具

問
い
合
わ
せ　
市
民
活
動
課（
☎

（61）
６
７
１
２
）

※
ス
ラ
イ
ダ
ー
遊
具
は
文
化
観
光

課（
☎
（27）
２
７
５
８
）

赤
石
楽
舎
の
イ
ベ
ン
ト

期
日　
７
月
18
日（
土
）

時
間　
午
後
２
時
～
５
時

内
容　

●
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
ラ
イ
ブ

●
ト
ラ
ン
プ
と
ハ
ン
カ
チ
の
手
品

●
ユ
ニ
カ
ー
ル
の
体
験

●
ラ
フ
タ
ー
ヨ
ガ

●
出
張
ま
ゆ
ド
ー
ム（
色
の
変
わ

る
ビ
ー
ズ
、
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
）

問
い
合
わ
せ　
生
涯
学
習
課（
☎

（27）
２
７
９
４
）

支
払
い
に
困
っ
た
と
き
は

　
災
害
な
ど
特
別
な
事
情
で
一
時

的
に
保
険
税（
料
）が
支
払
え
な
い

場
合
、
分
割
納
付
や
一
定
期
間
の

納
付
猶
予
、
減
免
な
ど
を
受
け
ら

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
支
払
い

に
困
っ
た
と
き
は
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

保
険
税（
料
）の
納
付
な
ど

総
合
相
談
窓
口
を
開
設
し
ま
す

期
間　
７
月
16
日（
木
）か
ら
25
日

（
土
）ま
で

※
７
月
18
日（
土
）か
ら
20
日（
祝
）

ま
で
は
除
き
ま
す

時
間　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５

時
15
分

会
場　
市
役
所
本
館
１
階
特
設
会

場

▶
群
馬
県
の
マ
ス
コ
ッ
ト

　
「
ぐ
ん
ま
ち
ゃ
ん
」

歩行者専用道路

赤石楽舎

いせさき
明治館 からくり時計

北小学校
通行止め

にぎわい広場
（本町有料駐車場）

伊勢崎
郵便局

広
瀬
川

橋
前
至

本町通り
ベイシアベイシア

東
武
伊
勢
崎
線

東
武
伊
勢
崎
線

JR両毛線
伊勢崎駅

駅
崎
勢
伊
新

生
桐
至

利
足
至

田
太
至

会場周辺案内図
N

保険税（料）普通徴収の納期
納期 納期限
１期 ７月31日（金）
２期 ８月31日（月）
３期 ９月30日（水）
４期 11月 ２日（月）
５期 11月30日（月）
６期 12月25日（金）

７期 平成28年
２月 １日（月）

８期 ２月29日（月）

第27−110278号

土地区画整理事業により、道路や宅地
の形が整理されます。整理前の宅地に
対して、区画整理後に新しく置き換え
られた宅地を「換地」といいます。
問い合わせ
　区画整理課（☎27－2771）

七夕飾りが通りを彩ります
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あ
か
ぼ
り
蓮
園
は
、
磯
町
の
緑

豊
か
な
天
幕
城
外
堀
跡
に
、
日
中

国
交
正
常
化
30
周
年
を
記
念
し
譲

り
受
け
た
中
国
蓮
を
植
え
付
け
、

平
成
16
年
に
開
園
し
ま
し
た
。
気

品
あ
る
ハ
ス
の
花
が
、
暑
い
夏
を

す
が
す
が
し
く
感
じ
さ
せ
て
く
れ

ま
す
。
ぜ
ひ
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

期
日　
７
月
19
日（
日
）

※
雨
天
決
行

時
間　
午
前
９
時
～
11
時
30
分

会
場　
あ
か
ぼ
り
蓮
園

内
容　
赤
飯
、
か
き
氷
な
ど
の
無

料
配
布（
先
着
順
）

入
場
料　
無
料

【
フ
ラ
ワ
ー
ア
ー
ト
教
室
】

定
員　
50
人（
先
着
順
）

内
容　
ハ
ス
を
使
っ
て
フ
ラ
ワ
ー

ア
ー
ト
を
作
り
ま
す

参
加
料　
３
０
０
円（
材
料
費
）

※
参
加
者
に
は
手
拭
い
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
ま
す

　
あ
か
ぼ
り
蓮
園
で
は
、
７
月
上
旬
か
ら
８
月
中
旬
に
か
け
て
ハ
ス
の
花

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
白
や
ピ
ン
ク
の
大
輪
の
花
が
早
朝
か
ら
咲

き
始
め
、
午
前
中
に
見
頃
と
な
り
ま
す
。
ハ
ス
の
開
花
に
合
わ
せ
て
、
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　
赤
堀
経
済
振
興
室（
☎
（62）
９
７
９
１
・
☎
（62）
１
１
５
１
）

天て
ん

幕ば
く

城じ
ょ
う

趾し

あ
か
ぼ
り
蓮は

す

園
ま
つ
り
２
０
１
５

カリビアン
ビーチ

製菓店

赤堀磯沼公園

小菊の里

JA50

赤堀
磯沼公園天幕城趾

イベント
会場

ハス
駐車場

伊
勢
崎
大
間
々
線

天幕城趾
あかぼり蓮園

会場拡大図

赤堀支所

赤堀小学校

会場案内図
N

　
入
居
に
は
市
税
の
滞
納
が
な
い

こ
と
、
所
得
制
限
な
ど
の
条
件
が

あ
り
ま
す
。
申
し
込
み
の
前
に
住

宅
課
、
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
詳
細
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

募
集
内
容
は
変
更
に
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　
必
要
書
類
を
用
意
す
る
期
間
を

考
慮
し
て
、
余
裕
を
持
っ
て
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

募
集
期
間　
７
月
14
日（
火
）ま
で

※
土
・
日
曜
日
は
除
き
ま
す

時
間　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５

時
15
分

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
住
宅

課（
☎
（27）
２
７
６
４
）

市
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す対象世帯の説明

●�子育て世帯＝夫婦と就学前の子どもがいる世帯、または
婚姻から３年を経過せず、夫婦の年齢の合計が70歳以
下の世帯
●�母子世帯＝現在婚姻していない昭和31年４月２日以降
に生まれた母と未成年の子どもだけの世帯
●単身者世帯＝昭和31年４月１日以前に生まれた人など
●�高齢者世帯＝昭和31年４月１日以前に生まれた人で２
人以上の世帯（子どもがいる場合は18歳未満に限りま
す）
●�障害者世帯＝障害者がいる２人以上の世帯
●�一般世帯＝中堅所得者世帯（収入月額が15万8,000円か
ら48万7,000円までの世帯）に該当しない、２人以上の
世帯

※県営住宅の応募書類も住宅課にあります

入居者を募集する市営住宅一覧
住宅名 対象世帯 募集戸数

昭和住宅 一般世帯 １戸

茂呂島住宅

子育て世帯 ２戸
母子世帯 ２戸
単身者世帯 ２戸
一般世帯 １戸

豊城西住宅

母子世帯 １戸
単身者世帯 １戸
高齢者世帯 １戸
障害者世帯 １戸
一般世帯 １戸

豊城北住宅 一般世帯 １戸

羽黒住宅

子育て世帯 ２戸
母子世帯 ２戸
単身者世帯 ２戸
一般世帯 １戸

高田住宅 一般世帯 １戸

山王住宅
子育て世帯 １戸
母子世帯 １戸
単身者世帯 １戸

太田住宅
子育て世帯 １戸
母子世帯 １戸
単身者世帯 １戸

波志江住宅 単身者世帯 １戸

今泉住宅 高齢者世帯 １戸
一般世帯 １戸

平和住宅 一般世帯 １戸
境下武士住宅 子育て世帯 １戸
境熊野前住宅 母子世帯 １戸
境の前住宅 単身者世帯 １戸
境保泉住宅 単身者世帯 １戸

境百々第１住宅 子育て世帯 １戸
単身者世帯 １戸

ｉ
アイ

タワー花の森住宅 子育て世帯 １戸

申し込み多数
の場合は抽選
会を行います

期日　７月26日（日）
時間　午前９時10分開始
会場　市役所東館５階第１会議室

福祉医療制度 資格要件
対象者 資格要件 申請に必要な物

子ども 15歳になる誕生日以後の最初の３月31日までの子ども
　※４月１日生まれは15歳になる誕生日の前日まで 保険証・印鑑

①母子・父子家庭
②父母のいない
　子ども

①�18歳未満の子どもを扶養している母子・父子家庭
②父母のいない18歳未満の子ども
　�※①②とも、18歳になる誕生日以後の最初の３月31
日まで。４月１日生まれは18歳になる誕生日の前日
まで

保険証・印鑑・親の戸籍謄本（本籍が市外
の人）・所得税の課税状況が分かる書類
（課税年度の１月１日に本市に住所がない
人）・結婚していない証明（外国籍の人）

重度の障害者

身体障害者手帳１級または２級の人 保険証・印鑑・身体障害者手帳
障害年金１級の人 保険証・印鑑・年金証書

特別児童扶養手当１級または２級の人 保険証・印鑑・特別児童扶養手当証書ま
たは認定通知書および有期認定通知書

療育手帳判定Ａの人 保険証・印鑑・療育手帳
障害年金１級程度の障害で障害年金を受給できない人 保険証・印鑑・所定の診断書

精神疾患での
受診者

通
院
障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援する
ための法律施行令第１条の２第３号に該当し通院し
ている人

保険証・印鑑・自立支援医療受給者証

入
院
精神保健指定医により入院加療の必要があると診断
された人で、本人、配偶者および世帯主の市民税の
合計額が23万5,000円未満の人

保険証・印鑑・所定の医師の意見書・以
前に精神入院で認定されていた場合は退
院証明書などの退院日が確認できる物・
左記に記載されている人の市町村民税の
課税状況が分かる書類（課税年度の１月１
日に本市に住所がない人）

福
祉
医
療
制
度
の
認
定
に
は

申
請
が
必
要
で
す

　
福
祉
医
療
制
度
の
対
象
は
、
下

表
の
と
お
り
で
す
。
資
格
要
件
を

満
た
す
人
で
福
祉
医
療
の
認
定
を

ま
だ
受
け
て
い
な
い
人
は
、
申
請

を
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
は
年
金

医
療
課
・
各
支
所
住
民
福
祉
課
で

受
け
付
け
て
い
ま
す（
既
に
認
定

を
受
け
て
い
る
人
は
申
請
の
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
）。

　
対
象
者
に
は「
福
祉
医
療
費
受

給
資
格
者
証
」ま
た
は「
福
祉
医
療

費
受
給
資
格
者
承
認
通
知
書
」が

交
付
さ
れ
、
医
療
機
関
な
ど
で
保

険
証
な
ど
と
一
緒
に
提
示
す
る
こ

と
で
、
自
己
負
担
額
が
無
料
に
な

り
ま
す
。

福
祉
医
療
の
認
定
日

●
出
生
の
場
合
＝
出
生
の
日
か
ら

●
県
内
の
ほ
か
の
自
治
体
か
ら
転

入
し
た
場
合
＝
転
入
の
日
か
ら

※
転
入
の
日
か
ら
14
日
以
内
に
交

付
状
況
証
明
書
を
持
っ
て
申
請
す

　
福
祉
医
療
制
度
は
、
加
入
す
る
健
康
保
険
で
医
療
機
関
な
ど
を
受
診
し

た
と
き
に
、
医
療
費
の
自
己
負
担
額
を
市
が
負
担
す
る
制
度
で
す
。
福
祉

医
療
費
の
支
給
を
受
け
る
た
め
に
は
、
申
請
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ　
年
金
医
療
課（
☎
（27）
２
７
４
０
）・
各
支
所
住
民
福
祉
課

福
祉
医
療
制
度
を
知
っ
て
い
ま
す
か

る
必
要
が
あ
り
ま
す

●
精
神
疾
患
に
よ
り
、
通
院
で
の

診
察
を
受
け
て
い
る
場
合
＝
自
立

支
援
医
療
の
認
定
を
確
認
で
き
た

日
か
ら

●
前
記
以
外
＝
申
請
日
か
ら

こ
ん
な
と
き
は
届
け
出
を

●
健
康
保
険
の
種
類
が
変
わ
っ
た

●
住
所
や
氏
名
が
変
わ
っ
た

●
対
象
者
が
死
亡
し
た

●
ひ
と
り
親
が
婚
姻
を
し
た

※
事
実
婚
を
含
み
ま
す

●
障
害
の
等
級
な
ど
が
変
わ
っ
た

●
受
給
資
格
者
証
を
紛
失
・
汚
損

し
た

母
子
・
父
子
家
庭
、
重
度
心
身

障
害
者（
高
齢
重
度
障
害
者
）の

受
給
資
格
者
証
を
更
新
し
ま
す

　
新
し
い
受
給
資
格
者
証
を
７
月

下
旬
に
郵
送
し
ま
す
。
８
月
１
日

（
土
）か
ら
は
新
し
い
受
給
資
格
者

証
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。
前
年

の
所
得
状
況
が
分
か
ら
ず
更
新
が

で
き
な
い
場
合
は
、
通
知
書
を
発

送
し
ま
す
の
で
、
所
定
の
手
続
き

を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

福
祉
医
療
費
の
支
給
方
法

【
県
内
の
医
療
機
関
で
受
診
す
る

場
合
】

　
福
祉
医
療
費
受
給
資
格
者
証
な

ど
を
、
保
険
証
と
一
緒
に
医
療
機

関
の
窓
口
で
提
示
し
て
受
診
し
て

く
だ
さ
い
。
自
己
負
担
額
が
無
料

に
な
り
ま
す
。

※
医
療
費
が
高
額
に
な
っ
た
場
合

や
自
費
分
が
あ
る
場
合
な
ど
は
、

一
部
支
払
い
が
生
じ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す

【
県
外
の
医
療
機
関
で
受
診
す
る

場
合
】

　
医
療
費
の
自
己
負
担
額
を
医
療

機
関
の
窓
口
で
支
払
っ
て
く
だ
さ

い
。
後
日
、
年
金
医
療
課
・
各
支

所
住
民
福
祉
課
で
申
請
す
る
と
、

窓
口
で
支
払
っ
た
自
己
負
担
額
が

支
給（
払
い
戻
し
）さ
れ
ま
す
。

適
正
な
受
診
に
ご
協
力
を

　
福
祉
医
療
制
度
で
掛
か
っ
た
医

療
費
は
、
皆
さ
ん
の
税
金
で
支
払

わ
れ
て
い
ま
す
。
早
期
の
受
診
・

治
療
を
心
掛
け
、
頻
回
受
診
を
避

け
る
な
ど
、
適
正
な
受
診
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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事来出のちま

●�被害状況が分かる写真
●�見積書（工事内容が分かる物）
　�※被害届は市役所管財課、各支所庶務課、各町内の区長宅に
あります。市ホームページからダウンロードもできます
郵�送で提出する場合　〒372－8501　（住所不要）　
市役所管財課に必要書類を送付してください

　※８月31日（月）消印有効

　補修工事終了後、９月１日（火）から12月25日（金）
までに補助金の申請をしてください。補助金は後日、
申請者の口座への振り込みとなります。詳細は被害届
の提出時（郵送の場合は提出後）にお知らせします。

屋根、外壁、窓ガラス、雨どい、テラス、
ベランダ、下屋など

アンテナ、エアコン、換気扇、給湯器、立木、
外構、門扉、架台設置型太陽光パネルなど

竜宮浄水場施設見学会
水道のしくみを楽しく学びました

　６月７日、水道週間の一環として「竜宮浄水場施設見学会」が行われました。高
さ35メートルの調整塔やポンプ室、停電しても水を配れるように設置された非
常用発電機など、浄水場のさまざまな施設が公開され、親子連れなど多くの人が
見学に訪れました。
　職員による説明や展示などに併せて、水道の仕組みを学ぶスタンプラリーも行
われ、参加者はクイズに答えながら水道水がどうやって作られるのかを学んでい
ました。

スタンプラリーでクイズに挑戦
調整塔の上からの景色を
楽しみました

浄水場の役割について説明を
受けました

市民レクリエーションスポーツ祭
みんなで楽しみました

環境の日のイベント
環境を守るために

　６月５日、市役所東館市民ホールで「環境の日のイベ
ント」が開催されました。イベントではゴーヤとアサガ
オの苗やエコグッズ、エコドライブステッカーの配布な
どが行われました。グリーンカーテンの育て方講座では
熱心に耳を傾ける来場者も多く、環境について考える良
い機会となりました。

　６月７日、華蔵寺公園運動施設とその周辺を会場に
「市民レクリエーションスポーツ祭」が開催されました。
ことしは、手でスポンジ製のボールを打ち合う「タスポ
ニー」を新たに加え、全16種目を実施。子どもから大人
まで幅広い世代の人が参加し、レクリエーションスポー
ツで気持ち良く汗を流しました。

新種目 タスポニーゴーヤやアサガオの苗を配布しました

６月15日の突風被害に対する支援

車庫・カーポート被害見舞金
問い合わせ　管財課（☎24−5111・内線2304）車庫などの被害に２万円を支給

対�象　市内に住民登録があり、所有・居住している住
宅の車庫やカーポートが破損し、撤去が必要な人

　※駐輪場・物置は申請の対象になりません
　�※今回の突風による被害であれば、既に撤去などを
終了した場合でも申請できます

金額　１世帯当たり２万円
支払方法　被害届の提出時に現金で支給します

期間　７月７日（火）から８月31日（月）まで

　※土・日・祝日は除きます
時間　午前９時～午後５時
会場　市役所管財課・各支所庶務課
用意する物
●�被害届（区長の証明がある物）
●�被害状況が分かる写真
●�印鑑（朱肉を使う物）
●�本人確認ができる物（運転免許証、健康保険証など）
　�※被害届は市役所管財課、各支所庶務課、各町内の区長宅に
あります。市ホームページからダウンロードもできます

申し込みの受け付け

問い合わせ　農政課（☎27−2757）農業用施設の被害に５万円を支給
申し込みの受け付け対�象　農業用ハウスに100㎡以上の被害、または畜舎

などに10万円以上の被害があった市内の農家
　※物置・農機具格納庫は申請の対象になりません
金�額　１世帯（農家）当たり５万円
支�払方法　被災証明願の提出後、確認し、現金で支給
します

　�※被災証明願は市役所農政課、各支所経済振興室にあります。
　市ホームページからダウンロードもできます

期間　７月１日（水）から７月31日（金）まで
　※土・日・祝日は除きます
時間　午前９時～午後５時
会場　市役所農政課・各支所経済振興室
用意する物
●被災証明願　　　●被害状況が分かる写真
●印鑑（朱肉を使う物）　●本人確認ができる物（運転免許証など）

対�象　市内に住民登録があり、住宅を所有し、居住
している住宅が損壊し、補修費用が10万円以上掛
かった人

金�額　補修費（消費税を含む）の30％
　�※1,000円未満は切り捨てとし、補助金の上限額は
20万円です

　補助金の申請には、事前に被害届の提出が必要です。
次の期間内に被害届を提出してください。
期間　７月７日（火）から８月31日（月）まで
　※土・日・祝日は除きます
時間　午前９時～午後５時
提出先　市役所管財課・各支所庶務課
用意する物
●�被害届（区長の証明がある物）

住宅の補修費の30％を補助 住宅屋根等補修費補助金
問い合わせ　管財課（☎24−5111・内線2304）

被害届の提出 補助の
対象

補助の
対象外

突風被害により家庭で発生した瓦、ガラス、ブロ�
ックを、清掃リサイクルセンター21で無料で受
け入れています。赤堀地区の人は、桐生市清掃セ
ンターでも受け入れます。
問い合わせ
●清掃リサイクルセンター21（☎32−3166）
　�※桐生市清掃センターへの持ち込みについての
問い合わせは赤堀支所庶務課（☎62−9790）

補助金・見舞金を交付します
　６月15日に発生した突風により、住宅に被害があり補修
を行った人に補助金を、車庫・カーポートに被害があった人
に見舞金を交付します。
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　気象、避難勧告・指示などの防災情報や地域の防犯情報
などを、いせさき情報メールとして配信しています。災害
時には、防災無線や広報車などの緊急放送が聞き取れない
こともあります。いざというときに確実に情報を得られる
よう、いせさき情報メールに登録をしておきましょう。
　　　　　　携帯電話で次のメールアドレスに
　空メールを送信してください。
　　 t-isesaki@sg-m.jp
　　　　　　安心安全課（☎27－2706）

メール

登録の方法

　  
問い合わせ

情報掲示板情報掲示板
●伊勢崎市役所
●赤堀支所
●あずま支所
●境支所
開庁時間　午前8時30分～午後5時15分

☎0270－24－5111
☎0270－62－1151
☎0270－62－1311
☎0270－74－1111

☎0180－99－2999
☎0270－23－1299

……………
…………………
………………

……………………

■災害情報案内（24時間）
■救急テレホンサービス（24時間）

広報いせさき　No.25313

情報掲示板

り災証明書を発行します

あなたも認知症サポーターになろう！

　認知症を正しく理解し、認知症の人とその家族への対
応を学び、地域で見守り支え合う、認知症サポーターの
養成講座です。講座では、ＤＶＤ上映や寸劇を交え、認
知症の症状や対応などを分かりやすく説明します。受講
後には認知症サポーターの証し、オレンジリングを配
布します。
期日・会場
●７月23日（木）＝宮郷公民館
●７月28日（火）＝隣保館
●７月29日（水）＝豊受公民館
●８月25日（火）＝境公民館
●８月26日（水）＝あずま公民館
●８月27日（木）＝赤堀公民館
　　　　　　　＊　　　　　　　＊　　　　　　　

いずれも
時間　午前10時～11時30分
対象　市内に在住または在勤・在学の人
申�し込み・問い合わせ　直接または電話で地域包括支援
センター（☎27－2745）

認知症サポーター養成講座

記
載
し
た
介
護
保
険
負
担
割
合
証

を
７
月
下
旬
に
郵
送
し
ま
す
。
介

護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
際
に
は
、 

事
業
所
や
施
設
に
負
担
割
合
証
を

提
示
し
て
く
だ
さ
い
。
負
担
割
合 

証
の
有
効
期
間
は
、８
月
１
日（
土
） 

か
ら
平
成
28
年
７
月
31
日（
日
）ま

で
で
す
。

　
な
お
介
護
保
険
の
制
度
改
正
に

よ
り
、
一
定
以
上
の
所
得
が
あ
る

人
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
利

用
者
負
担
が
８
月
利
用
分
か
ら
２

割
に
な
り
ま
す
。

低
所
得
者
の
介
護
施
設
利
用
時
の

食
費
・
居
住
費
を
補
助

介
護
保
険
課（
☎
（27）
２
７
４
３
）

　
所
得
や
預
貯
金
な
ど
の
資
産
が

少
な
い
人
に
対
し
て
、
介
護
施
設

の
入
所
費
用
な
ど
の
う
ち
食
費
と

居
住
費
の
一
部
を
介
護
保
険
が
補

助
し
て
い
ま
す
。
補
助
を
受
け
る

に
は
申
請
が
必
要
で
す
。
所
定
の

申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、 

通
帳
な
ど
の
写
し
、
金
融
機
関
な

ど
へ
の
預
貯
金
照
会
の
同
意
書
を

添
付
し
て
、
介
護
保
険
課
・
各
支

所
住
民
福
祉
課
で
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。
新
し
い
負
担
限
度
額

認
定
証
の
有
効
期
間
は
、
８
月
１

日（
土
）か
ら
平
成
28
年
７
月
31
日

（
日
）ま
で
で
す
。

※
平
成
26
年
度
負
担
限
度
額
認
定

を
受
け
て
い
る
人
に
は
、
６
月
下

旬
に
申
請
書
を
郵
送
し
て
い
ま
す

第
２
期
地
域
福
祉
計
画

地
区
別
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

社
会
福
祉
課（
☎
（27）
２
７
４
８
）

　
地
域
の
課
題
に
対
応
し
、
地
域

福
祉
を
推
進
す
る
た
め
の
第
２
期

地
域
福
祉
計
画
に
つ
い
て
、
地
区

別
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。
社
会

福
祉
協
議
会
の
第
２
期
地
域
福
祉

活
動
計
画
に
つ
い
て
も
併
せ
て
説

明
し
ま
す
。

期
日
・
会
場　
左
表
の
と
お
り

期日 会場
７月14日（火）北公民館
７月15日（水）あずま公民館
７月16日（木）豊受公民館
７月17日（金）南公民館
７月23日（木）三郷公民館
７月24日（金）殖蓮公民館
７月27日（月）宮郷公民館
７月28日（火）境公民館
７月29日（水）茂呂公民館
７月30日（木）赤堀公民館
８月 ３日（月）名和公民館

　
　
　
　
＊　
　
　
＊　
　
　
　

い
ず
れ
も

時
間　
午
後
７
時
開
始

対
象　
市
内
に
在
住
の
人

申
し
込
み　
当
日
直
接
会
場
へ

介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
時
に
は

負
担
割
合
証
の
提
示
を

介
護
保
険
課（
☎
（27）
２
７
４
３
）

　
要
支
援
・
要
介
護
認
定
を
受
け

て
い
る
人
全
員
に
、
介
護
サ
ー
ビ

ス
な
ど
の
利
用
者
負
担
の
割
合
を

　
８
月
か
ら
、
課
税
所
得
が
１
４ 

５
万
円
以
上
の
人（
現
役
並
み
所 

得
に
相
当
す
る
人
）は
、
介
護
サ 

ー
ビ
ス
な
ど
を
利
用
し
た
際
の
自 

己
負
担
の
限
度
額
が
、
月
額
３
万 

７
２
０
０
円
か
ら
４
万
４
４
０
０

円
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

　
課
税
所
得
が
１
４
５
万
円
以
上

の
場
合
で
も
、
同
一
世
帯
内
の
第 

１
号
被
保
険
者（
65
歳
以
上
の
人
） 

の
収
入
が
、
単
身
の
場
合
で
３
８ 

３
万
円
未
満
、
２
人
以
上
で
５
２ 

０
万
円
未
満
の
場
合
は
、
申
請
す 

れ
ば
自
己
負
担
の
限
度
額
が
３
万 

７
２
０
０
円
に
な
り
ま
す
。
該
当

す
る
と
思
わ
れ
る
人
に
は
、
７
月

上
旬
に
案
内
を
郵
送
し
ま
す
。

群
馬
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
開
設

環
境
保
全
課（
☎
（27）
２
７
３
３
）

　
７
月
１
日（
水
）、
群
馬
県
動
物

愛
護
セ
ン
タ
ー
が
玉
村
町
に
開
設

さ
れ
ま
し
た
。
伊
勢
崎
保
健
福
祉

事
務
所
で
行
っ
て
い
た
次
の
業
務

を
、
同
セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま
す
。

●
犬
の
捕
獲
・
返
還

●
犬
猫
の
引
き
取
り
・
相
談

●
動
物
取
扱
業
の
登
録

●
特
定
動
物
飼
養
許
可

問
い
合
わ
せ　
県
動
物
愛
護
セ
ン 

タ
ー（
佐
波
郡
玉
村
町
樋
越
３
０ 

５
番
地
７
、
☎

（75）
１
７
１
８
）

お
知
ら
せ

期
間　
７
月
25
日（
土
）か
ら
28
日

（
火
）ま
で

※
休
館
中
の
問
い
合
わ
せ
は
文
化

財
保
護
課（
☎

（75）
６
６
７
２
）へ

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

社
会
福
祉
課（
☎
（27）
２
７
４
８
）

　
７
月
は「
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
～
犯
罪
や
非
行
を
防
止
し
、

立
ち
直
り
を
支
え
る
地
域
の
チ
カ 

ラ
～
」の
強
調
月
間
で
す
。
全
て

の
国
民
が
、
犯
罪
や
非
行
の
防
止

と
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
で
力
を
合
わ
せ
、
犯
罪
や

非
行
の
な
い
安
全
・
安
心
な
明
る

い
地
域
社
会
を
築
く
た
め
に
、
皆

さ
ん
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

一
等
・
前
後
賞
合
わ
せ
て
７
億
円

同
時
発
売 

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ

ミ
ニ
７
０
０
０
万

企
画
調
整
課（
☎
（27）
２
７
０
７
）

　
こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、
市

町
村
の
明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ

く
り
の
た
め
に
使
わ
れ
ま
す
。
県

内
の
宝
く
じ
売
り
場
で
お
買
い
求

め
く
だ
さ
い
。

発
売
期
間　
７
月
８
日（
水
）か
ら

31
日（
金
）ま
で

抽
せ
ん
日　
８
月
11
日（
火
）

水
道
メ
ー
タ
ー
・
止
水
栓
の

調
査
を
実
施

給
水
課（
☎
（30）
１
２
３
０
）

　
水
道
の
給
水
装
置
の
安
全
管
理

と
、
水
を
有
効
に
利
用
す
る
た
め

の
資
料
を
作
成
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
給
水
区
域
全
域
の
個
人

宅
の
水
道
メ
ー
タ
ー
類
や
、
道
路

上
の
止
水
栓
な
ど
の
調
査
を
行
い

ま
す
。
調
査
の
際
、
調
査
員
は
身

分
証
明
書
や
腕
章
を
身
に
付
け
て

い
ま
す
。
個
人
宅
の
敷
地
内
に
は
、

あ
ら
か
じ
め
了
解
を
得
て
か
ら
立

ち
入
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

※
こ
の
調
査
に
伴
う
、
物
品
の
販

売
な
ど
は
あ
り
ま
せ
ん

期
間　
平
成
28
年
３
月
11
日（
金
）

ま
で

傍
聴
し
ま
し
ょ
う

教
育
委
員
会
会
議
定
例
会

教
育
委
員
会
総
務
課

（
☎
（27）
２
７
８
５
）

期
日　
７
月
17
日（
金
）

時
間　
午
後
２
時
開
始

会
場　
教
育
研
究
所

定
員　
７
人（
先
着
順
）

申
し
込
み　
当
日
午
後
１
時
30
分

か
ら
１
時
50
分
ま
で
に
直
接
会
場

へ県
央
広
域
都
市
計
画
圏
都
市
計
画

区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の

方
針
の
変
更

都
市
計
画
課（
☎
（27）
２
７
６
６
）

　
群
馬
県
が
策
定
す
る「
県
央
広

域
都
市
計
画
圏
都
市
計
画
区
域
の

整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針
」

に
つ
い
て
、
都
市
計
画
案
が
５
月

22
日
付
け
で
都
市
計
画
決
定
さ
れ

ま
し
た
。
関
係
図
書
は
県
都
市
計

画
課（
前
橋
市
）、
伊
勢
崎
土
木
事

務
所（
安
堀
町
）、
市
都
市
計
画
課

で
縦
覧
で
き
ま
す
。

高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
な
ど
の

限
度
額
の
一
部
が
変
わ
り
ま
す

介
護
保
険
課（
☎
（27）
２
７
４
３
）

収
蔵
資
料
の
消
毒
の
た
め

臨
時
休
館
し
ま
す

赤
堀
歴
史
民
俗
資
料
館

（
☎
（63）
０
０
３
０
）

後期高齢者医療制度
被保険者証の更新と
自己負担額などの減額認定証
　新しい後期高齢者医療被保険者証（茶色）を７月
中旬（７月に換地処分となる三郷第三土地区画整
理事業の区域の対象者については７月下旬）に郵
送します。８月１日（土）からは新しい被保険者証
を使用してください。
　後期高齢者医療の被保険者で市・県民税非課税
世帯の人は、申請すると医療費の自己負担額や入
院したときの食事代などが減額されます。対象者
には限度額適用・標準負担額減額認定証を交付し
ます。
　現在、減額認定証を持っている人で、本年度も
引き続き交付対象となる人は、減額認定証を新し
い被保険者証と一緒に送付しますので、申請は不
要です。
問�い合わせ
　年金医療課（☎27−2739）・各支所住民福祉課

▲オレンジリング

　突風や大雨による被害の補償を受けるため、保険
会社に請求を行う場合に必要な「り災証明書」を、安

心安全課・各支所庶務課で発
行します。
期�日・時間　平日の午前８時
30分～午後５時15分

問い合わせ　安心安全課（☎27−2706）

用意する物
●申請書
　�※申請書は安心安全課、各支所庶務課にあります。
　市ホームページからダウンロードもできます
●印鑑（朱肉を使う物）
●�被害を受けた部分の写真
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Twitter（ツイッター）をフォロー

伊勢崎市　ツイッター 検索

Facebook（フェイスブック）でいいね！

伊勢崎市　フェイスブック 検索

人権のまちづくり講演会
期日　８月22日（土）
時間　午後１時30分～４時
会場　市民プラザ
定員　400人（先着順）
内�容　講演会と人権啓発ビデオの上
　映を行います
【講演会】
演題　夢と絆
講師　蓮

はす

池
いけ

薫
かおる

さん（新潟産業大学経済学部准教授）
入場料　無料
　※入場整理券が必要です。入場整理券は７月22日（水）
　から人権課、隣保館、各支所庶務課、市民プラザで配
　布します
問い合わせ　人権課（☎27－2730）

道路にはみ出た樹木の枝払いをお願いします
　樹木の繁茂する季節を迎えています。
生け垣や庭木の枝葉などで、信号や道
路標識、カーブミラーが隠れたり、道
路の見通しが悪くなったりしていませ
んか。道路上にはみ出た樹木は、通行
の障害になるばかりでなく、大きな交

通事故を引き起こしかねません。
　家の周辺の樹木の様子を点検し、道
路にはみ出た枝は、早めの剪

せん

定をお願
いします。
問�い合わせ
　道路維持課（☎27−2761）

陶
芸
教
室

あ
ず
ま
公
民
館（
☎
（62）
０
１
１
５
）

期
日　
７
月
29
日
・
８
月
12
日
・

19
日
の
水
曜
日（
全
３
回
）

時
間　
午
前
９
時
30
分
～
11
時
30

分※
８
月
19
日（
水
）は
午
前
10
時
30

分
ま
で

会
場　
あ
ず
ま
公
民
館

対
象　
市
内
の
小
学
生

※
小
学
２
年
生
以
下
の
子
ど
も
は

保
護
者
と
一
緒
に
参
加
し
て
く
だ

さ
い

定
員　
20
人（
先
着
順
）

参
加
料　
３
０
０
円（
材
料
費
）

申
し
込
み　
７
月
８
日（
水
）か
ら

参
加
料
を
添
え
て
あ
ず
ま
公
民
館

へ陶
芸
教
室

北
公
民
館（
☎
（25）
４
５
４
７
）

期
日　
７
月
18
日（
土
）・19
日（
日
） 

（
全
２
回
）

時
間　
午
前
９
時
30
分
～
11
時
30

分会
場　
北
公
民
館

対
象　
市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤・

在
学
の
小
学
生
以
上
の
人

定
員　
20
人（
先
着
順
）

内
容　
皿
や
茶
碗
、
好
き
な
形
の

器
な
ど
を
作
り
ま
す

参
加
料　
１
５
０
０
円（
材
料
費
）

申
し
込
み　
７
月
８
日（
水
）午
前

９
時
か
ら
直
接
ま
た
は
電
話
で
北

公
民
館
へ

夏
休
み
子
ど
も
絵
画
教
室

北
公
民
館（
☎
（25）
４
５
４
７
）

期
日　
７
月
21
日（
火
）・22
日（
水
） 

（
全
２
回
）

時
間　
午
前
10
時
～
正
午

会
場　
北
公
民
館

対
象　
市
内
に
在
住
ま
た
は
在
学

の
小
・
中
学
生

定
員　
20
人（
先
着
順
）

参
加
料　
無
料

申
し
込
み　
７
月
13
日（
月
）午
前

９
時
か
ら
直
接
ま
た
は
電
話
で
北

公
民
館
へ

地
域
の
学
校
開
放
講
座

初
心
者
の
た
め
の
パ
ソ
コ
ン
入
門

生
涯
学
習
課（
☎
（27）
２
７
９
４
）

期
日　
８
月
24
日（
月
）・25
日（
火
） 

（
全
２
回
）

時
間　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

会
場　
伊
勢
崎
商
業
高
校（
波
志

江
町
）

対
象　
市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤・

在
学
の
パ
ソ
コ
ン
初
心
者

定
員　
20
人（
抽
選
）

参
加
料　
２
０
０
０
円（
教
材
費
）

申
し
込
み　
往
復
は
が
き
に
住
所・

氏
名
・
年
齢
・
性
別
・
電
話
番
号

を
記
入
の
上
、
伊
勢
崎
商
業
高
校 

｢

地
域
の
学
校
開
放
講
座｣

係（
〒 

３
７
２
ー
０
０
０
１　
波
志
江
町

１
１
１
６
）へ

締
切
日　
８
月
４
日（
火
）

※
当
日
消
印
有
効

問
い
合
わ
せ　
伊
勢
崎
商
業
高
校

（
☎

（25）
４
５
５
１
・
前
原
）

子
ど
も
お
も
ち
ゃ
作
り
教
室

茂
呂
公
民
館（
☎
（25）
２
６
７
１
）

期
日　
７
月
29
日（
水
）

時
間　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30

分会
場　
茂
呂
公
民
館

対
象　
市
内
の
小
学
１
年
生
か
ら

４
年
生

定
員　
20
人（
先
着
順
）

内
容　
木
と
針
金
を
使
っ
て
お
も

ち
ゃ
を
作
り
ま
す

参
加
料　
２
０
０
円（
材
料
費
）

申
し
込
み　
７
月
10
日（
金
）か
ら

直
接
ま
た
は
電
話
で
茂
呂
公
民
館

へ夏
休
み
子
ど
も
粘
土（
パ
ル
プ
）

教
室

南
公
民
館（
☎
（26）
８
３
３
３
）

期
日　
７
月
29
日（
水
）・30
日（
木
） 

（
全
２
回
）

時
間　
午
前
９
時
30
分
～
正
午

会
場　
南
公
民
館

対
象　
市
内
の
小
学
生

定
員　
20
人（
先
着
順
）

参
加
料　
３
３
０
円（
材
料
費
）

申
し
込
み　
７
月
16
日（
木
）午
前

９
時
か
ら
直
接
ま
た
は
電
話
で
南

公
民
館
へ

講
座

期
日　
８
月
５
日
か
ら
９
月
２
日

ま
で
の
水
曜
日（
全
５
回
）

時
間　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30

分会
場　
市
役
所
東
館
５
階
第
２
会

議
室
ほ
か

対
象　
市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤・

在
学
の
人

定
員　
20
人（
先
着
順
）

内
容　
聴
覚
障
害
者
へ
の
要
約
筆

記
の
基
礎
知
識
を
学
び
ま
す

参
加
料　
無
料

申
し
込
み　
７
月
８
日（
水
）か
ら

24
日（
金
）ま
で
に
電
話
で
障
害
福

祉
課
へ

初
歩
か
ら
始
め
る
英
会
話
教
室

南
公
民
館（
☎
（26）
８
３
３
３
）

期
日　
７
月
27
日
か
ら
８
月
17
日

ま
で
の
月
曜
日（
全
４
回
）

時
間　
午
後
１
時
30
分
～
３
時

会
場　
南
公
民
館

対
象　
市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤

の
人

定
員　
20
人（
先
着
順
）

参
加
料　
無
料

申
し
込
み　
７
月
10
日（
金
）午
前

９
時
か
ら
直
接
ま
た
は
電
話
で
南

公
民
館
へ

期
日
・
会
場

①
８
月
８
日（
土
）＝
赤
堀
体
育
館

②
８
月
23
日（
日
）＝
あ
ず
ま
公
民

館※
雨
天
決
行

時
間　
午
前
９
時
30
分
～
正
午

対
象　
市
内
の
小
学
生

※
保
護
者
と
一
緒
に
参
加
し
て
く

だ
さ
い

定
員　
各
40
人（
先
着
順
）

参
加
料　
３
０
０
円（
材
料
費
）

申
し
込
み　
①
は
７
月
８
日（
水
）

の
午
前
９
時
か
ら
直
接
ま
た
は
電 

話
で
赤
堀
支
所
庶
務
課（
☎

（62）
９ 

７
９
０
）、
②
は
７
月
21
日（
火
）

の
午
前
９
時
か
ら
直
接
ま
た
は
電 

話
で
あ
ず
ま
公
民
館（
☎

（62）
０
１ 

１
５
）へ

男
性
限
定
Ｉ
Ｔ
講
習

赤
堀
公
民
館（
☎
（62）
１
１
５
３
）

期
日　
７
月
28
日（
火
）か
ら
31
日

（
金
）ま
で（
全
４
回
）

時
間　
午
前
９
時
～
正
午

会
場　
赤
堀
公
民
館

対
象　
市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤・

在
学
の
18
歳
以
上
の
男
性
で
、
パ

ソ
コ
ン
を
使
っ
て
文
字
の
入
力
が

で
き
る
人

定
員　
10
人（
先
着
順
）

内
容　
ワ
ー
ド
の
基
礎

参
加
料　
無
料

申
し
込
み　
７
月
14
日（
火
）午
前

９
時
か
ら
直
接
ま
た
は
電
話
で
赤

堀
公
民
館
へ

相
談

青
少
年
お
悩
み
面
接
相
談
会

青
少
年
指
導
セ
ン
タ
ー

（
☎
（27）
８
０
９
０
）

　
学
校
で
の
出
来
事
や
友
人
関
係

の
悩
み
な
ど
、
専
門
の
相
談
員
が

無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

期
間　
７
月
21
日（
火
）か
ら
24
日

（
金
）ま
で

時
間　
午
後
１
時
～
５
時

会
場　
青
少
年
指
導
セ
ン
タ
ー（
絣 

の
郷
内
）

対
象　
お
お
む
ね
20
歳
く
ら
い
ま

で
の
青
少
年
ま
た
は
保
護
者

申
し
込
み　
事
前
に
電
話
で
青
少

年
指
導
セ
ン
タ
ー
へ

法
務
局
の
登
記
相
談

人
権
課（
☎
（27）
２
７
３
０
）

　
法
務
局
で
は
、不
動
産
登
記（
土 

地
・
建
物
の
相
続
登
記
や
抵
当
権

抹
消
登
記
な
ど
）の
申
請
手
続
き

に
つ
い
て
、
相
談
に
応
じ
て
い
ま

す
。
７
月
か
ら
、
電
話
で
相
談
の

予
約
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

問
い
合
わ
せ　
前
橋
地
方
法
務
局

伊
勢
崎
支
局（
☎

（25）
０
７
５
８
）

要
約
筆
記
講
習
会

障
害
福
祉
課（
☎
（27）
２
７
５
３
）

ア
ウ
ト
ド
ア
体
験
学
習

親
子
木
工
教
室

市
民
活
動
課（
☎
（61）
６
７
１
２
）

期�日　７月30日（木）・
　８月６日（木）
時�間　午前９時30分
　～11時30分
会�場　あずま公民館
対象　市内の小学生
　�※小学２年生以下の子どもは保護者と一緒に参
加してください

定員　各日12人（先着順）
内�容　世界で１冊の絵本と絵本の入る宝物入れを
作ります

参加料　500円（材料費）
申�し込み・問い合わせ　７月９日（木）から参加料
を添えてあずま公民館（☎62−0115）

蓮池薫さん

※写真はイメージです

▲こうなる前に剪定を

SNSで市政情報を発信中
　市ではSNS（ソーシャル・ネットワーキング・サービス）
を使って、市政情報を発信しています。スマートフォンや
携帯電話などで、手軽にイベントや観光の情報を得ること
ができます。災害などの緊急時には、避難情報など必要な
情報を発信します。ぜひ活用してください。
問い合わせ　広報課（☎27−2711）

手作り絵本教室

世界に一つだけの絵本を
作りませんか
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子
ど
も
・
子
育
て
会
議
の

公
募
委
員
を
募
集
し
ま
す

子
育
て
支
援
課（
☎
（27）
２
７
５
０
）

　
４
月
か
ら
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
法
な
ど
に
基
づ
い
た
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
新
制
度
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
本
市
で
は
、
家
庭
の

状
況
や
需
要
に
応
じ
た
支
援
を
行

う
た
め
、
伊
勢
崎
市
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
事
業
計
画
を
３
月
に
策

定
し
ま
し
た
。

　
こ
の
計
画
の
進
行
管
理
を
は
じ

め
、
本
市
の
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
に
関
す
る
施
策
の
推
進
な
ど
を

審
議
す
る
伊
勢
崎
市
子
ど
も
・
子

育
て
会
議
の
委
員
の
任
期
満
了
に

伴
い
、
新
し
い
委
員
を
募
集
し
ま

す
。

　
会
議
は
平
日
の
昼
間
に
開
催
し
、

本
年
度
は
全
３
回
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
会
議
の
際
は
託
児
が
で
き

ま
す
。
報
酬
は
市
の
規
定
に
よ
り

支
給
し
ま
す
。

委
嘱
期
間　
委
嘱
さ
れ
た
日
か
ら

２
年
間

対
象　
０
歳
か
ら
小
学
生
ま
で
の

子
ど
も
の
保
護
者
で
、
市
内
に
１

年
以
上
在
住
し
て
い
る
20
歳
以
上

の
人

定
員　
２
人

申
し
込
み　
申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
子
育
て
に
関
す
る

６
０
０
字
程
度
の
小
論
文
を
添
付

し
、
直
接
ま
た
は
郵
送
で
子
育
て

支
援
課
へ

※
申
込
書
は
子
育
て
支
援
課
、
市

民
情
報
コ
ー
ナ
ー（
市
役
所
・
各

支
所
）、
各
公
民
館
、
各
児
童
セ

ン
タ
ー
、
各
児
童
館
、
各
保
健
セ

ン
タ
ー
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
宮
子
・
あ
ず
ま
に
あ
り
ま
す
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
も
で
き
ま
す

※
応
募
の
内
容
を
基
に
選
考
し
、

結
果
は
書
面
で
応
募
者
全
員
に
郵

送
し
ま
す

宛
先　
〒
３
７
２
ー
８
５
０
１　

（
住
所
不
要
）　
市
役
所
子
育
て
支

援
課

締
切
日　
７
月
24
日（
金
）必
着

ぐ
ん
ま
緑
の
県
民
基
金

平
成
27
年
度
対
象
事
業
２
次
募
集

環
境
保
全
課（
☎
（27）
２
７
３
３
）

　
県
で
は「
ぐ
ん
ま
緑
の
県
民
基

金
」を
、
県
内
の
森
林
を
守
り
育

て
、
次
の
世
代
に
引
き
継
い
で
い

く
た
め
の
事
業
に
活
用
し
て
い
ま

す
。
こ
の
基
金
を
利
用
し
て
、
市

内
で
森
林
整
備
活
動
な
ど
に
取
り

組
む
団
体
の
活
動
費
用
の
一
部
を

補
助
し
ま
す
。

対
象　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
団
体
な
ど
が
市
内
で
行
う
事

業
で
、
荒
廃
し
た
里
山
・
平
地
林

の
整
備
、
貴
重
な
自
然
環
境
の
保

護
・
保
全
、
森
林
環
境
教
育
・
普

及
啓
発
な
ど

申
し
込
み　
７
月
17
日（
金
）ま
で

に
計
画
書
を
環
境
保
全
課
へ

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い

い
せ
さ
き
ま
つ
り
オ
ー
プ
ニ
ン
グ�

パ
レ
ー
ド
出
場
団
体
募
集

文
化
観
光
課（
☎
（27）
２
７
５
９
）

　
８
月
８
日（
土
）の
い
せ
さ
き
ま

つ
り
で
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
飾
る

パ
レ
ー
ド
に
参
加
す
る
団
体
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
７
月

10
日（
金
）ま
で
に
伊
勢
崎
商
工
会

議
所
青
年
部（
☎

（24）
２
２
１
１
）

機
織
り
体
験

文
化
財
保
護
課（
☎
（75）
６
６
７
２
）

期
日　
７
月
13
日
・
27
日
・
８
月

10
日
・
24
日
の
月
曜
日

時
間　
午
前
９
時
～
午
後
３
時

会
場　
絣
の
郷（
市
民
交
流
館
）

定
員　
各
日
15
人（
先
着
順
）

内
容　
高た

か

機は
た

を
使
っ
て
絹
糸
の
コ

ー
ス
タ
ー
を
３
枚
織
り
ま
す

参
加
料　
７
０
０
円（
材
料
費
）

申
し
込
み　
７
月
８
日（
水
）午
前

９
時
か
ら
電
話
で
文
化
財
保
護
課

へ

募
集

　道路上から水道メーターまでの間に漏水を発見
　した場合は、竜宮浄水場（☎24－1760）または
　下記の指定工事店に連絡してください。

次の地域の連絡先は、以下のとおりです。
●�境島村の利根川右岸地域（本庄市給水区域）�
＝本庄市水道課（☎0495−22−2151）

●�境平塚の利根川右岸地域（深谷市給水区域）�
＝深谷市水道工務課（☎048−577−7529）

休日の漏水などの緊急連絡先

期
日　
８
月
５
日（
水
）

時
間　
午
前
８
時
南
公
民
館
集
合・

出
発

※
午
後
４
時
帰
着
予
定

行
き
先　
富
士
重
工
業
矢
島
工
場
、

Ａ
Ｇ
Ｆ
関
東
コ
ー
ヒ
ー
工
場
、
ぐ

ん
ま
こ
ど
も
の
国（
太
田
市
）

対
象　
市
内
の
小
学
生
と
そ
の
保

護
者

定
員　
30
人（
先
着
順
）

参
加
料　
２
０
０
円（
保
険
料
な

ど
）

申
し
込
み　
７
月
13
日（
月
）午
前

９
時
か
ら
直
接
ま
た
は
電
話
で
南

公
民
館
へ

風ふ
う

蘭ら
ん

展
文
化
観
光
課（
☎
（27）
２
７
５
８
）

期
日　
７
月
11
日（
土
）・12
日（
日
）

時
間　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

会
場　
北
公
民
館

問
い
合
わ
せ　
伊
勢
崎
市
蘭ら

ん

蕙け
い

愛

好
会（
☎

（24）
０
９
０
２
・
吉
沢
）

児
童
セ
ン
タ
ー
夏
ま
つ
り

子
育
て
支
援
課（
☎
（27）
２
７
５
０
）

期
日　
７
月
16
日（
木
）

時
間　
午
後
６
時
～
７
時
30
分

会
場　
児
童
セ
ン
タ
ー

内
容　
盆
踊
り
、
ゲ
ー
ム
、
模
擬

店
な
ど

※
中
学
生
以
下
の
子
ど
も
は
保
護

者
と
一
緒
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ　
児
童
セ
ン
タ
ー（
☎ 

（23）
６
４
６
３
）

期
日　
７
月
31
日（
金
）

時
間　
午
前
９
時
～
正
午

会
場　
伊
勢
崎
工
業
高
校（
中
央
町
）

対
象　
市
内
の
小
学
生

内
容
・
定
員

●
お
絵
か
き
で
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
を

つ
く
ろ
う
＝
５
人（
先
着
順
）

●
ガ
ラ
ス
コ
ッ
プ
に
絵
を
描
こ
う

＝
５
人（
先
着
順
）

参
加
料　
５
０
０
円（
材
料
費
・

保
険
料
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
７
月

13
日（
月
）か
ら
17
日（
金
）ま
で
の

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
に 

電
話
で
伊
勢
崎
工
業
高
校（
☎

（25）

０
４
５
２
・
空う

つ

井い

）

相
川
考
古
館 

七
夕
茶
会

文
化
財
保
護
課（
☎
（75）
６
６
７
２
）

期
日　
７
月
18
日（
土
）

時
間　
午
後
５
時
30
分
～
９
時

会
場　
相
川
考
古
館（
三
光
町
）

参
加
費　
８
０
０
円（
入
館
料
・

お
茶
代
な
ど
）

※
前
売
り
券
は
７
０
０
円

問
い
合
わ
せ　
相
川
考
古
館（
☎

（25）
０
０
８
２
）

　市内に在学の小・中学生および在住の65歳以上の
人を、公式戦に無料で招待します。それ以外で市内に
在住の人は、入場料が半額（650円）になります。
【福井ミラクルエレファンツ戦】
期日　７月18日（土）
時間　午後１時試合開始
会場　市野球場
入�場方法　小・中学生はチケット売り場で学校名を
言ってください。65歳以上の人は住所・年齢を証
明できる物を、それ以外の人は住所を証明できる物
を、チケット売り場で提示してください

問い合わせ　スポーツ振興課（☎27－2747）

群馬ダイヤモンドペガサス
伊勢崎市民サンクスデー

　

催
し

お
や
こ
夏
休
み
社
会
科
見
学

自
然
観
察
＆
工
場
見
学
の
旅

南
公
民
館（
☎
（26）
８
３
３
３
）

伊
勢
崎
工
業
高
校
も
の
づ
く
り
体
験
教
室

東し
の
の
め雲
夢
工
房

生
涯
学
習
課（
☎
（27）
２
７
９
４
）

●
●
●

７月
７月
７月

18日（土）
19日（日）
20日（祝）

高岸設備工業　☎25−7278
亀田建設　　　☎62−1852
小倉設備興業　☎25−2915

●
●
７月
７月

25日（土）
26日（日）

須田設備工業　☎62−2349
小林保全設備　☎24−1155

　市内の公園４カ所で、バーベキューを楽
しむことができます。利用希望日の前月か
ら（子供のもり公園伊勢崎は６カ月前から）
申し込みができます。

利用できる期間　毎年３月20日から11月30日まで
利用時間　午前10時～午後４時
　※後片付けの時間を含みます
注意事項
●鉄板、焼き網、炭、ごみ袋などは各自用意してください
●�バーベキューサイトには炉がありません。市販のバーベキ�
ューコンロを用意してください
●ごみや食べ残しは必ず全て持ち帰ってください

　設備の空き状況は電話で確認できますが、申し込みの際は、
直接問い合わせ先窓口で手続きをしてください。
❶❷いせさき市民のもり公園・ラブリバー親水公園うぬき
　＝いせさき市民のもり公園管理事務所（☎20－3333）
❸平塚公園＝境支所 境道路対策室（☎74－0568）
❹子供のもり公園伊勢崎＝まゆドーム（☎31－3778）

バーベキューができる公園
❶いせさき市民のもり公園
　バーベキュー炉15基
❷ラブリバー親水公園うぬき
　バーベキューサイト20カ所
❸平塚公園
　バーベキュー炉４基
　バーベキューサイト４カ所
❹子供のもり公園伊勢崎
　バーベキュー炉15基

市民ホール ランチタイムコンサート
　市民の皆さんが気軽に音楽を楽しめる、ランチタイムコ
ンサートを開催します。
　※座席を80席用意します。立ち見もできます
期日　７月22日（水）
時間　午後０時15分～０時45分
会場　市役所東館１階市民ホール
内容　ピアノ演奏
入場料　無料
問い合わせ　行政課（☎27－2702）

伊勢崎市学校規模の適正化に関する基本方針（案）
パブリックコメント手続の結果を公表

　伊勢崎市学校規模の適正化に関する基本方針（案）
に関するパブリックコメント手続の結果と、提出さ
れた意見に対する教育委員会の考え方を、教育委員
会総務課、市民情報コーナー（市役所・各支所）、市
ホームページで公表しています。
問い合わせ　教育委員会総務課（☎27−2785）

この夏は、公園でバーベキューなんていかがですか？

空き状況の問い合わせ・利用の申し込み

赤堀せせらぎ公園バーベキュー広場は６月15日の突風被害のため利用を中止しています
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ス
ポ
ー
ツ
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
習
会・

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
認
定
員
養
成

講
習
会

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課（
☎
（27）
２
７
４
７
）

期
日　
11
月
28
日（
土
）・29
日（
日
）

時
間　
午
前
９
時
～
午
後
６
時

会
場　
ふ
る
ハ
ー
ト
交
流
館（
玉

村
町
）

対
象　
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
に
登
録

し
て
い
る
指
導
者
、
平
成
28
年
度

に
新
規
登
録
予
定
の
指
導
者

定
員　
１
０
０
人（
先
着
順
）

※
１
団
体
に
つ
き
２
人
ま
で
参
加

で
き
ま
す

内
容　
日
本
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
指

導
者
制
度
に
基
づ
く
11
科
目
14
時

間
の
集
合
講
習
と
21
時
間
の
自
宅

学
習

参
加
料　
３
２
４
０
円（
テ
キ
ス

ト
代
な
ど
）

申
し
込
み　
７
月
24
日（
金
）ま
で

に
直
接
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
へ

市
民
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会

（
ダ
ブ
ル
ス
）

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課（
☎
（27）
２
７
４
７
）

期
日　
７
月
26
日（
日
）

時
間　
午
前
９
時
開
会

会
場　
市
民
体
育
館

対
象　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
中
学
生
以
上
の
人

●
市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤
・
在

学
の
人

●
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
加
盟
ク

ラ
ブ
員

※
協
会
に
登
録
し
て
い
な
い
人
は

登
録
し
て
か
ら
参
加
し
て
く
だ
さ

い
。
登
録
料
は
１
０
０
０
円
で
す

種
目

●
一
般
男
女
Ａ（
競
技
経
験
３
年

以
上
の
ペ
ア
）

●
一
般
男
女
Ｂ（
競
技
経
験
３
年

未
満
ま
た
は
２
人
の
年
齢
の
合
計

が
１
０
０
歳
以
上
の
ペ
ア
）

●
一
般
男
女
Ｃ（
初
心
者
ま
た
は

２
人
の
年
齢
の
合
計
が
１
２
０
歳

以
上
の
ペ
ア
）

参
加
料　
１
組
２
０
０
０
円

申
し
込
み　
７
月
10
日（
金
）ま
で

に
直
接
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
へ

市
民
水
泳
大
会

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課（
☎
（27）
２
７
４
７
）

期
日　
８
月
２
日（
日
）

時
間　
午
前
８
時
30
分
開
会

会
場　
市
民
プ
ー
ル

対
象　
市
内
・
玉
村
町
に
在
住
ま

た
は
在
勤
・
在
学
の
人
、
市
内
の

ス
イ
ミ
ン
グ
ク
ラ
ブ
会
員

種
目

●
小
学
生
の
部
＝
自
由
形
・
平
泳

ぎ
・
背
泳
ぎ
・
バ
タ
フ
ラ
イ
の
各

50
メ
ー
ト
ル
と
２
０
０
メ
ー
ト
ル

リ
レ
ー

●
中
学
生
の
部
・
高
校
生
の
部
＝

自
由
形
50
メ
ー
ト
ル
と
１
０
０
メ

ー
ト
ル
、
平
泳
ぎ
・
背
泳
ぎ
・
バ

タ
フ
ラ
イ
の
各
１
０
０
メ
ー
ト
ル

と
２
０
０
メ
ー
ト
ル
リ
レ
ー

●
29
歳
以
下
・
30
歳
代
・
40
歳
代
・

50
歳
代
・
60
歳
代
・
70
歳
以
上
の

部
＝
自
由
形
・
平
泳
ぎ
・
背
泳
ぎ
・

バ
タ
フ
ラ
イ
の
各
50
メ
ー
ト
ル
と

２
０
０
メ
ー
ト
ル
リ
レ
ー

※
１
人
２
種
目
ま
で（
リ
レ
ー
は

除
き
ま
す
）

参
加
料　
５
０
０
円（
保
険
料
な

ど
）

申
し
込
み　
７
月
17
日（
金
）ま
で

に
参
加
料
を
添
え
て
ス
ポ
ー
ツ
振

興
課
へ

市
民
登
山
教
室

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課（
☎
（27）
２
７
４
７
）

【
講
義
】

期
日　
９
月
10
日（
木
）・24
日（
木
） 

（
全
２
回
）

時
間　
午
後
７
時
～
９
時

会
場　
宮
郷
公
民
館

【
実
技
】

期
日　
10
月
４
日（
日
）

時
間　
午
前
５
時
市
役
所
集
合
・

出
発

※
午
後
８
時
帰
着
予
定

行
き
先　
乗の

り

鞍く
ら

岳だ
け（
長
野
県
）

※
畳た

た
み

平だ
い
ら

周
辺
を
散
策
し
、
剣け

ん

ケが

峰み
ね

ま
で
歩
き
ま
す

対
象　
市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤

の
70
歳
く
ら
い
ま
で
の
人
で
、
４

時
間
程
度
歩
け
る
人

定
員　
40
人（
先
着
順
）

参
加
料　
６
０
０
０
円（
バ
ス
代
、

保
険
料
な
ど
）

※
中
学
生
以
下
は
４
０
０
０
円

申
し
込
み　
７
月
８
日（
水
）か
ら

31
日（
金
）ま
で
に
参
加
料
を
添
え

て
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
へ

問
い
合
わ
せ　
伊
勢
崎
山
岳
会（
☎ 

（32）
０
８
９
６
・
下
山
）

市
民
の
善
意

秘
書
課（
☎
（27）
２
７
０
０
）

　
次
の
皆
さ
ん
か
ら
、
寄
付
・
寄

贈
が
あ
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

♥
赤
城
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
ク
ラ
ブ
か

ら
福
祉
事
業
基
金
へ
10
万
円

♥
伊
勢
崎
南
ひ
ま
わ
り
ダ
ン
ス
ク

ラ
ブ
か
ら
福
祉
事
業
基
金
へ
３
万

円♥
栗
原
主し

ゅ
う

一い
ち

さ
ん（
茂
呂
南
町
）か

ら
市
民
体
育
館
へ
ジ
ュ
ニ
ア
用
綱

引
き
ロ
ー
プ
一
式

♥
㈲
ア
ラ
イ
か
ら「
富
岡
製
糸
場

と
絹
産
業
遺
産
群
」世
界
遺
産
一

覧
表
記
載
認
定
書
用
の
額
２
枚

♥
星
野
長ち

ょ
う

生せ
い

さ
ん（
上
諏
訪
町
）か

ら
福
祉
事
業
基
金
へ
１
万
２
９
７ 

２
円

♥
境さ

か
い

中ち
ゅ
う

三さ
ん

三さ
ん

会か
い

か
ら
境
図
書
館
へ

朗
読
Ｃ
Ｄ
14
枚

♥
伊
勢
崎
測
量
設
計
業
協
同
組
合

か
ら
養
護
老
人
ホ
ー
ム
へ
タ
オ
ル

１
４
０
枚

ス
ポ
ー
ツ

売上金は機械工業の振興・社会福祉の増進などに広く役立てられています
☎24－5780　　 http://isesaki-auto.jp/

◆トータリゼータエンジニアリング杯
　ＧⅡ稲妻賞争奪戦（ナイター開催）

◆船橋オート場外発売（10R制）

◆山陽オート場外発売

◆川口オート場外発売　ＧⅠ第39回キューポラ杯

7/８・９・10・11・12
7/８・９・10・11・12
7/13・14・15・16
7/18・19・20・21・22

◆飯塚オート場外発売（ナイター開催・10R制）

◆第37回サマーランド杯争奪戦（ナイター開催）

7/12キッズバイク教室
詳しくは で 検索伊勢崎オートキッズバイク

7/18・19・20・21・22

7/23・24・25・26

10月１日 国勢調査

広
告
の
ペ
ー
ジ
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●
問
い
合
わ
せ

　
文
化
財
保
護
課（
☎
（75）
６
６
７
２
）

い
せ
さ
き

発
行

■伊
勢

崎
市

  ☎
0270−

24−
5111

  FAX  0270−
23−

9800
〒

372−
8501 群

馬
県

伊
勢

崎
市

今
泉

町
二

丁
目

410番
地

  U
RL    http://w

w
w

.city.isesaki.lg.jp
編

集
■

広
報

課
　

印
刷

■
川

島
美

術
印

刷
株

式
会

社
　

毎
月

1日
・

16日
発

行

あ
な

た
と

市
政

を
つ

な
ぐ

情
報

紙
 ISESAKI PU

BLIC RELATIO
N

S
2015年

６
月
１
日
現
在

●
人
口
	
211,224人

●
世
帯
数
	
84,437戸

2015. 7.1
N
o.253

いき
いき公民館

自慢の
サークル
紹介

自慢の
サークル
紹介

 防災・防犯情報を配信中  いせさき情報メールに登録を！ 登録方法など詳しくは12ページへ

第
４
回

『
境さ

か
い

街ま
ち

糸い
と

市い
ち

繁は
ん

昌じ
ょ
う

之の

図ず

』と
金か

な

井い

研け
ん

香こ
う

　
『
境
街
糸
市
繁
昌
之
図
』は
、
旧

境
町
の
糸
市
の
に
ぎ
わ
い
を
描
い

た
淡
彩
画
で
す
。
１
８
６
６
年

（
慶
応
２
年
）に
島
村
の
画
家
、
金

井
研
香
に
よ
っ
て
描
か
れ
ま
し
た
。

　
境
町
の
市
は
１
６
４
５
年（
正

保
２
年
）に
始
ま
っ
た
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
月
６
回
開
か
れ
た

こ
と
か
ら
、「
六ろ

く

斎さ
い

市い
ち

」と
呼
ば
れ

て
い
ま
し
た
。
当
初
は
地
域
の
農

民
が
米
や
野
菜
、
ま
き
、
炭
な
ど

を
扱
う
雑
市
の
よ
う
な
性
格
が
強

か
っ
た
よ
う
で
す
が
、
18
世
紀
に

入
る
と
、
絹
糸
を
扱
う
特
産
物
の

市
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　
１
８
５
９
年（
安
政
６
年
）に
横

浜
港
が
開
港
す
る
と
、
海
外
市
場

か
ら
の
需
要
に
よ
り
、
日
本
の
生

糸
は
盛
ん
に
外
国
に
輸
出
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
境
町
の
糸
市

も
か
つ
て
な
い
繁
栄
を
迎
え
ま
し

た
。『
境
街
糸
市
繁
昌
之
図
』に
は
、

江
戸
の
儒
学
者
、
寺て

ら

門か
ど

静せ
い

軒け
ん

が
書

い
た
文
章
が
添
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
一
節
に「
洋よ

う

銀ぎ
ん

は
地
に
舗し

い

て
殆ほ

と
ん

ど
水
の
如ご

と

し
」（
外
貨
が
地
面

い
っ
ぱ
い
に
、
水
の
よ
う
に
あ
ふ

れ
て
い
る
）と
い
う
表
現
が
あ
り
、

糸
市
の
繁
盛
ぶ
り
が
分
か
り
ま
す
。

当
時
の
人
々
の
生
活
が
絵
の
中
で

生
き
生
き
と
描
か
れ

た
、
貴
重
な
史
料
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
絵
を
描
い
た

金
井
研
香
は
、
島
村
生
ま
れ
の
画

家
で
あ
る
金
井
烏う

洲じ
ゅ
う

の
弟
に
あ
た

り
ま
す
。
江
戸
に
出
て
画
家
の
谷た

に

文ぶ
ん

晁ち
ょ
う

や
春は

る

木き

南な
ん

湖こ

の
下
で
絵
を
学

ん
だ
研
香
は
、
田
島
弥
平
が
著
し

た『
養よ

う

蚕さ
ん

新し
ん

論ろ
ん

』『
続ぞ

く

養
蚕
新
論
』の

挿
絵
も
描
い
て
い
ま
す
。
蚕
種
製

造
業
が
盛
ん
な
島
村
出
身
の
研
香

な
ら
で
は
の
、
そ
の
巧
み
な
挿
絵

は
、
多
く
の
養
蚕
家
に
と
っ
て
、

弥
平
が
提
唱
す
る
養
蚕
法
を
理
解

す
る
た
め
の
大
き
な
助
け
と
な
り

ま
し
た
。

▲市指定重要文化財『境街糸
市繁昌之図』（赤堀歴史民俗
資料館蔵）

◀てんびん
やそろばん
を手に糸を
売買する商
人の姿など
が、生き生
きと表現さ
れている

●活動状況は？
▶月２回
●活動場所は？
▶三郷公民館
●メンバーは？
▶15人

　先生の絵をお手本に、風景画や花の絵などを描きながら水墨
画の基本を学んでいます。水墨画の魅力は、その奥の深さ。た
だ黒だけではなく、墨の濃淡の使い分けで変化をつけて描きま
す。作品は公民館で開かれる住民作品展や３月の公民館合同作
品展で展示するほか、定期的に地域の医療機関でも展示しても
らっています。年１回の、総会を兼ねたバスでの日帰り研修も
楽しみの一つです。

サークル名 	 三郷水墨画サークル

　今回取材した赤堀中学校は、
生徒数が800人に迫る大規模
校です。増加する生徒に対応
するため、新築・移転されま
した。完成したばかりの３月
に行われた内覧会でも写真撮
影に行きましたが、４月にな
って主役である生徒を迎えて、
新校舎も今はどこか満足げな
様子。驚いたのは、生徒の登
校の様子を撮影に行ったとき
のことです。朝７時半には多
くの生徒が登校し、部活動の
朝練習に励んでいました。伸
び伸びと元気に学校生活を送
る生徒の皆さんの活躍が、楽
しみになりました。　　（し）

第39回 三郷公民館

▶大量の糸を
馬の背に積み
込んで運ぶ馬

うま

方
かた

（運送業者）


